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 内に於けるエオジン好性ゲラチソ様物質を認め,一部に硝子様膜形成とも見られる所見に接し放射
 線弱照射の影響が顧慮されぬでもなかったが少数例の為結論は避けたいと思う.
 珪肺に付加された結核性変化(理肺結核家兎群表2):珪肺未形成の時期にあるD群に沿い
 ては結核感染后10日前后までは対照結核家兎に比して結核性病変は署しく軽度であることが先づ
 注目される,すなわち対照結核家兎K16,K20が細葉性乃至融合性に撒布する結核性変化を示
 しているのに反し,D6では類リン'パ球を主とする胞隔の結節性肥厚を見たにすぎず,またD15
 では間質,とく'に比較的大きな蹄動脈周囲に好発して結核結節の発生を見たにとどまった.同じD群
 でも飼育期間がZ駒や眠く且つ結核感染暦表2珪肺結核群
 60～84日のi5例(D2豊D7,D5)るτつい
 ては1例(D2)が対照例に比較して結核巣の数
 ・綴鐵器あ糟諮経商窪器,]f・轍'畿奥,購
 性機転を伴っている.転症珪肺群に相当するC群
 に於いては結核感染后21日で屠殺した1例〔C
 5)で対照例より悪化を示し,また感染后60日
 で屠殺した2例(C5,C7)では1例〔C7)
 で増殖性病巣を可成りみるが,類旦ソパ球層に乏
 しく壊死がつよく,C5では病巣の密度も融合性
 も大で,滲串性傾向も強いことが注目される.更
 に結1亥感染后丁20日で屠殺した2例(C2,C欝1。
 4)は何れも対照例に比較して著朔な悪化を来し喪妻
 て油・病巣雌蹴視て齢瀕死菓は軟化il
 崩壊じて空洞を形成しでくる.'高度珪師君季に属するA,笹.
 群にあっては夫々結核感染后25日(λ8),
 21日(A9)で死亡,屠殺した2例にお・いても
 既に著明な結核性病変の進展,悪化を示し,また
 感染后66日(A12)で死亡せる1例でも対照
 離.専t.特醇^.4
 例とかけはなれた増悪が認められる.ぺ伽}"掠
 .塚電飾に於いても人肺に於ける場合に磯似して
 珪肺性.劉ヒと斎骸瞬ヒとの発生,進展の場はイ幾ね
 一致して誇り,従って両者か修飾し合うことは容易に想像されたが,両者による病変が相似してい繋
 るため形態像の上から哲黙的にとり出すこと磁純麗騰勝つた.そし湘船難が懲
 屡そ珪肺結節を中心とした細葉性の撒布を示し,また珪蹄結節に接するところか囎薯死化を来してい.譲
 たことなどが注目された,また軽症珪肺群に属するC2にあっては結核性破上皮細胞結節に混在し
 て類似の形態を示す結節が屡々強い膠原化を伴って認められたが、対照珪肺家兎に於いてこの様に
 完成した膠原結核を認め得なかったことからも考え,珪肺に付加された結1亥性変化がその器質化を
 促進したものと推測された.またA9では可成り太い肺動豚をとり囲んで膠原結締の族生する所見
 が認められたが,単純瑳≒臆家兎ではたとえ血管周囲に結節の発生をみても細小動脈周囲であウ,且
 つ対照結核家兎では屡々比較盲動く彦な肺動射て周囲垂G岩桜結節の発生をみたことから,かかる膠原1結
 節の形成にも多分に付加結核が加味されていると考えられる・'・
結論
 1)石英粉じんを屠い家兎に吸入せしめ実験的珪肺癒を作製,その発生進展を検討すると鐘に結
 核感染を行い珪肺と細亥との関係につき検討した.
 2)レ線学的に明確で珪肺結節の撒布は1例に認められたに過ぎないが・病理組織学的には単純
 嚇i家兎20羽中15羽に朋らかな肺内競彫蒲蜘の発生を見た,
 5)肺内珪肺発生は肺野,気管支肇リンパ濾胞を員鮫して後者に先行する類同に疹つたが・肺内
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 リソバ節の珪肺発生は更に之に先行し,且つ高度で塾つた.
 4)懸i市発生は吸入時間,吸入実日数とよりは寧しろ全飼育期間と密接に関係,吸入時間の短い
 ものでも飼育長期に及ぶと珪肺を発生することが注目された、また珪肺発生には個体差のあること
 が察知された.
 5)肺炎の合併とびまん性線維化巣形成との間には密接な闘係が見られたが,放射線弱照射の影
 響については少数例の為結論を得なかった、
 6)珪肺に付加された結核は対照・闘亥探兎に比毛、棚iね増悪する傾向にあり、とぐに高度珪肺で然
 りで参ったが,珪肺未形成家兎のうち,特に吸入i時間も飼育期間も短かいものでは少く'とも一時結
 核i生変化の進展ズ抑制されるかの感を5けた.噛■
 7)一般に珪肺夫形成,珪症珪肺に付加された結核は結核感染后日時を経るに伴って逐次的増悪
 を来す傾向にみったが,高度珪胞ては付翻され.た結核はその進展が迅速で急速の悪化を示した,
 第ぼ図
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 家兎F罧小血管をとウ囲む珪肺性結節...
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 尿兎A9気道表構から廊胞械への移行部におい
 て,腋胞領域に形成された珪ノ廊結籔を中心とし
 て進展した結核性痺変
擁
 軸、㎜
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 家兎F16肺門リンパ節の珪肺性変化。好銀線
 維が勉球状に増殖.してみとめられる.
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 家兎A9珪肺結節をとりこんだ結核巣。珪肺結
 節の形が崩れて来ており,また之に接する部か
 ら壊死化が起ってい'る,
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審 査 結果要
 b臼
 珪胎の発生,進展や蕩市と結核との関係を明らかにするため,山影県小國町産の石英粉じん
 (S圭02凱96%)を用い,東北大学科学計測研究所で作成した粉じん吸入装置を使用して著者は
 実験的珪肺症を作…製した.実験には家兎55羽(対・照も含めると45羽)を用い,之を1群,単純
 圭圭肺家兎20羽と2群,珪胴凱纈亥家兎15暑薯とに分けたがいづ」れも同様に飼育シ吸入を待つたもの
 で,後者につ'いては更に珪肺未形成,軽症珪肺,高度珪肺のろ群に分けて夫々に結核感染を気管
 内注入法によって実施レている,
 著者が吸入実験経過中にむけるレ線所見の推移を検討した結果では吸入后10ケ月,境1牽で関らか
 な肺紋運増強を認めたが、'瑚1首性と見られる結節撒布を示した菟のは死后剖検で径1鵜前後の膠原
 結節の密な撒布を示したマ例にと富まったが,病理組織学的に'は単純珪肺家兎20羽中噌5羽に於
 いて胆らかに肺内珪肺結節の発生を見ている.胎内珪肺結節の発生は肺野,気管支壁リンパ濾胞を
 比較して後者に先行する傾1司に参り,また肺門部リン'パ節では珪肺性変化は髄…蓑部に発し一,肺内珪
 肺1望変化に先行し"且つ高饗であったとしている.
 鐵!11の発生進展は吸入実日数,吸入時間とよりは寧しろ全飼育期間,吸入摩止盾飼育期間の長さ
 と密接に関係し,吸入時1鎌1の短いものでも飼育期間が長麹恥τ及ぶと鄭市を発生し,葛引駿が生・体に握劣
 きかけるためには成る程度の時間を必要とすることが強調された.同一の条件下1'τ飼育吸入を行っ
 た家兎でも発生する珪肺催変化の程慶には差異があり個体差が見られ,また肺炎の合併とびまん性
 線維化巣形成との間には密なる闘係が認められた,放射線弱照射を4羽に行い其の影響を顧慮させ
 る所見に接し得ぬでもなかったが,少魏列のため結論は避けている.
 珪肺に付加された結核は既ね対照劔に比し,病巣の面壁,融合・陸が大,且つ滲出性燭向の強いこ
 とが注意され,特に高度珪肺でかかるf頃1司にあった.しかし珪肺未形成.群のうちでも特に粉じん吸
 入時間短く'、飼育期間も短期間で結核感染后電0日前盾に屠殺した2例は対1嶽例に比し結イ亥の進展
 が遥かに軽く',抑f飼される感があったと護'う,
 一般に珪肺未形成群,蛭症珪肺群に付加された結核感染后長期となるに伴い逐次的強悪を示す傾
 向にあ参,一方高度珪肺群にあっては結核性変化の進展が著るしく'迅速で、急速の悪化を示すと報
 告している.
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